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町田市の学校施設の状況

・2019年4月1日時点では、築30年以上の学校施設が56校。
そのうち、築40年以上が42校、築50年以上が11校となっている。

・築50年以上の学校については、一般的な耐用年数の60年が
差し迫っている。

・文科省では、2015年3月に「文部科学省インフラ長寿命化計

画（行動計画）の策定について（通知）」を、翌月には「学校施
設の長寿命化計画策定に係る手引き」を公開。

・2020年度中の個別施設毎の長寿命化計画の策定が、国庫
補助の条件となっている。
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現在公開されている情報について

建物の“残り年数”については、計画
の策定において重要なものであるた
め公開した方が良いのではないか。
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建物情報一覧について

・多くの自治体で、すべての学校
の建物情報一覧を公開している。
町田市では、公開しないのか。

学校は、多くの市民がかかわる
場所である事から、計画策定に
関わる重要な情報は公開すべき
と考えるがどうか。
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構造躯体以外の劣化状況などの評価の項目について

・文科省が2015年に発出した「学校

施設の長寿命化計画策定に係る手
引き」の『構造躯体以外の劣化状況
などの評価の項目について』におい
て、構造躯体以外の劣化状況や仕
様などの水準について、地域の実情
に応じて評価項目を決定するように
と記載がある。この項目は、専門知
識を有さない職員等であっても調査
できるようにすることが有効ともある。

・調査結果は、該当箇所の写真等と
ともに、カルテ形式で施設毎に取りま
とめ、データベースに蓄積しておくこ
とで、長寿命化計画の継続的な運用
のために活用する事ができるとも記
載がある。
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構造躯体以外の劣化状況などの評価の項目について～文科省の参考項目～

80ページ
～83ペー

ジ

劣化だけでなく、事故予防、バリアフリー、防災、防犯、など
様々な項目を評価項目として例示している。
自治体によっては、この評価項目も市民に公開している。
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